
 

（第２号様式）   
令和 ３年 ３月 31 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立津久井高等学校長（全日制） 

令和２年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 26日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①社会に出て活
用できる基礎、
基本的な学力の
定着（確かな学
力の向上）を身
に付けるための
きめ細かい学習
指導を行う。 
②本校の育てた
い生徒像の実現
に向けた特色の
ある教育課程を
編成していく。 
 

①生徒が「わか
る授業」を目指
し、生徒の状況
を把握したうえ
で「確かな学力
育成」に向けた
授業改善と学習
環境の整備をす
すめる。 
②新学習指導要
領の趣旨をふま
え、本校にふさ
わしい教育課程
の編成を行う。 

①生徒による授業
評価を活用した生
徒の状況把握を行
う。 
①授業改善のテー
マを統一し、研修
会や研究授業を行
う。 
①授業規律等の５
つのルールを継続
して実施し、学習
環境を整える。 
②新学習指導要領
の趣旨を踏まえ
て、本校の目指す
べき生徒像を実現
する教育課程の編
成をする。 
 
 
 
 

①生徒における授
業評価を活かし、
「わかる授業」に
つなげることがで
きたか。 
①授業改善のテー
マを共通理解して
研修会を定期的に
実施し、研究授業
に取り組むことが
できたか。 
①授業規律アンケ
ートの結果が１学
期より３学期の方
が上昇したか。 
②本校の目指すべ
き生徒像の実現に
向けた教育課程を
編成できたか。 

①4，5 月が臨時休校とな
り、６月からも段階的再開と
なったため、８月下旬、12
月下旬の実施となった。 
8月実施分と12月実施分を比
較したところ項目４「授業で
身についたことを実感した」
は、１回目 3.18 より、0.03
ポイント上がり、3.21 とな
った。 
①授業テーマについて各教科
リーダーを通して共通理解を
図ったが、新型コロナウイル
ス感染拡大防止のために授業
展開上の制約も大きかった。
11 月～12 月にかけて統一テ
ーマで研究授業を実施し、12
月末に研究授業後の協議、職
員全体で情報共有などを行っ
た。 
①新型コロナウイルス感染拡
大防止対応の中、時差短縮で
の授業展開が継続している状
況のため授業規律アンケート
は実施せず。 
②令和 4 年度入学生から実施
する教育課程を編成し、教育
委員会と協議中である。 

①２学期末実施の授業
評価と比較し、授業改
善に活かす。 
①研究授業時だけでな
く、学校全体で共通の
テーマを継続できるよ
う意見交換や情報共有
を行う。 
①来年度に向けて授業
規律アンケートの実施
準備を行う。 
②多様な進路希望に対
応できる教育課程案を
作成したが詳細につい
ては検討を継続して行
く。 
 

〇多様性が求められ
ている昨今であるこ
とから、果敢に挑戦
し続ける必要性を強
く感じる。 
 
〇テーマを設定した
授業研究は、課題の
発見とその改善策が
大切であると思う。
職員間で改善結果を
共有して、次のステ
ップへつなげていく
循環を望む。 
 
〇令和４年度からの
カリキュラムは、こ
れからの時代を生き
ていく生徒の力を十
分に伸ばすことので
きるもの、生徒のさ
まざまな卒業後の進
路にも対応できるも
のがよいと思う。 

①4，5 月が臨時休校となり、６
月からも段階的再開となったた
め、８月下旬、12 月下旬の実施
となった。 
8 月実施分と 12 月実施分を比較
したところ項目４「授業で身に
ついたことを実感した」は、１
回目3.18より、0.03ポイント上
がり、3.21 となった。 
①授業テーマについて各教科リ
ーダーを通して共通理解を図っ
たが、新型コロナウイルス感染
拡大防止のために授業展開上の
制約も大きかった。11 月～12 月
にかけて統一テーマで研究授業
を実施し、12 月末に研究授業後
の協議、職員全体で情報共有な
どを行った。 
①新型コロナウイルス感染拡大
防止対応の中、時差短縮での授
業展開が継続している状況のた
め授業規律アンケートは実施せ
ず。 
②令和 4 年度入学生から実施す
る教育課程を編成し、教育委員
会と協議中である。 

①２学期末実施の授業
評価と比較し、授業改
善に活かす。 
①研究授業時だけでな
く、学校全体で共通の
テーマを継続できるよ
う意見交換や情報共有
を行う。 
①授業規律の徹底に向
けて、来年度のアンケ
ートの実施準備を行
う。 
②多様な進路希望に対
応できる教育課程案を
作成したが詳細につい
ては検討を継続して行
く。 
 

２ 生徒指導・支援 

①モラル・マナ
ー・ルールを遵
守する心を育成
し、高校生とし
て良識ある行動
ができるように
規範意識を高め
る。 
②コミュニケー
ション能力を育
成 す る と と も
に、様々な生徒
がそれぞれの得
意分野で主人公
となって学校生
活や学校行事に
取り組めるよう
な支援体制の充
実を図る。 

①服装指導、頭
髪指導期間を中
心に、全職員で
の指導体制の充
実を図る。 
①バイクの安全
な活用を徹底す
べく、交通安全
教育の充実を図
る。 
②生徒の自発的
活動を促し、生
徒会本部役員生
徒の活動や部活
動の活性化を図
る。 
②ＳＣやＳＳＷ
及び外部組織と
連携し、様々な
問題を抱える生
徒を全職員で支
援するための教
育相談体制を構
築する。 

①服装指導、頭髪
指導の基準を生
徒・保護者に明示
するとともに、共
通理解のもと全職
員で継続してい
く。 
①定期的な講習会
等を実施し、交通
安全への意識を高
める。 
②生徒総会や学校
運営協議会への参
加など、生徒会活
動の一層の活性化
を図る｡また、部
活動加入を促進
し、継続のための
サポートを行う。 
②一人ひとりの状
況に対応した支援
をするために、SC
や SSW 及び外部組
織との協働体制を

①制服着用の徹底
ができたか。頭髪
指導の成果を認め
る こ と が で き た
か。 
①充実した講習会
等 が 実 施 で き た
か。 
②生徒会本部役員
生徒と連携した活
動を行うことがで
きたか。 
②部活動に加入す
る生徒が増加した
か。継続して活動
ができる部活動が
増加したか。 
②SC や SSW 及び外
部組織との適切な
情報共有により、
問題解決につなげ
る こ と が で き た
か。 

①服装・頭髪指導期間を通じ
て、身だしなみを整える生徒
の人数が目に見えて増えた。 
①講習会を通じて交通安全へ
の意識を高めることができ
た。（12 月４日実技講習を
開催） 
②例年とは異なり生徒会活動
が大幅に縮小されたが、企画
の変更等を生徒会本部役員と
連携して行い活動することが
できた。 
②今年度の新入生部活動加入
率が 43％と昨年度の 26％を
大きく上回った。特に体育館
で活動する部活動への加入が
多かった。 
②担当者を中心に、SC や
SSW、児童相談所、子育て支
援センターと連携し、情報共
有を密にすることで、生徒一
人ひとりに対応した支援をす
ることができた。 

①指導期間外でも、常
に身だしなみを整える
習慣を身に付けられる
よう継続的に指導して
いく。 
①生徒の交通安全への
意識をより高めるため
計画的に講習会を開催
する。 
②生徒会役員を中心
に、生徒の意見を反映
させた生徒会行事とな
るようサポートを強化
していく。 
②来年度も多くの生徒
が部活動に加入するよ
う仮入部を促しながら
活動の活性化を図ると
ともに、部活動継続を
視野に入れた予算面で
の支援を行う。 
②全職員で生徒一人ひ
とりを支援できるよう
な情報共有ネットワー
クの構築を模索する。 

〇原動機付自転車を
通学の手段として認
めたことからも、バ
イクに限らず、交通
全般にわたって、安
全教育を強化徹底し
ていって欲しい。 
 
〇部活動に参加する
生徒も増えてきてい
ると聞いている。部
活動は子どもの成長
にとってとても意義
のあるものと思うの
で、これからも頑張
らせて欲しい。 

①服装・頭髪指導期間を通じ
て、身だしなみを整える生徒の
人数が目に見えて増えた。 
①講習会を通じて交通安全への
意識を高めることができた。
（12 月４日実技講習を開催） 
②例年とは異なり生徒会活動が
大幅に縮小されたが、企画の変
更等を生徒会本部役員と連携し
て行い活動することができた。 
②今年度の新入生部活動加入率
が 43％と昨年度の 26％を大きく
上回った。特に体育館で活動す
る部活動への加入が多かった。 
②担当者を中心に、SC や SSW、
児童相談所、子育て支援センタ
ーと連携し、情報共有を密にす
ることで、生徒一人ひとりに対
応した支援をすることができ
た。 

①指導期間外でも、常
に身だしなみを整える
習慣を身に付けられる
よう継続的に指導して
いく。 
①生徒の交通安全への
意識をより高めるため
計画的に講習会を開催
する。 
②生徒会役員を中心
に、生徒の意見を反映
させた生徒会行事とな
るようサポートを強化
していく。 
②来年度も多くの生徒
が部活動に加入するよ
う仮入部を促しながら
活動の活性化を図ると
ともに、部活動継続を
視野に入れた予算面で
の支援を行う。 
②全職員で生徒一人ひ
とりを支援できるよう
な情報共有ネットワー
クの構築を模索する。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 26日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

発展させていく。 

３ 進路指導・支援 

①一人ひとりの
進路実現に向け
て、職業観や勤
労観を育成でき
るよう、計画的
かつ継続した指
導体制及び支援
体制の充実を図
る。 
②福祉科におい
ては、介護福祉
士養成を主とし
た福祉教育の充
実を図る。 
 

①自らの進路実
現 に 向 け 、 学
部・学科の理解
を深め、また職
業観や勤労観を
育成し、系統的
な指導や支援の
充実を図る。 
 
②地域の福祉人
財を養成する専
門学科としての
役割を担う。 

①多様な進路希望
がある学校とし
て、「総合的な探
究・総合的な学習
の時間」を中心
に、進路面談の充
実や、様々なガイ
ダンス・講習を企
画実施する。 
①適切な時期にオ
ープンキャンパス
やインターンシッ
プ等の進路情報を
提供し、自らの体
験や集めた情報を
進学や就職に活か
せるようにする。 
 
②福祉科を中心と
した地域交流を行
う。 
②資格取得に向け
た対策講座の充実
や介護業界で活躍
する卒業生との交
流を深める。 

①計画的にカウン
セリングやガイダ
ンス等を実施し、
その内容を充実さ
せることができた
か。 
①（新型コロナウ
イルス感染拡大防
止の影響で）進路
希望に沿った情報
収集や活動を実現
し、進路実現につ
なげることができ
たか。 
②福祉科を中心と
した地域交流が活
発に行われたか。 
②介護職員初任者
研修課程及び介護
福祉士の国家試験
合格率が上昇した
か。 
②介護業界で活躍
する卒業生との交
流 を お こ な え た
か。 

①夏休みには小論文対策、面
接ガイダンスを実施し、例年
より多くの生徒が受講でき
た。 
①新型コロナウイルス感染症
の影響で就職活動時期などに
変更が生じたが、生徒が不安
にならないように進路別の説
明会などを実施し情報提供を
行った。情報収集の場であ
る、オープンキャンパスやイ
ンターンシップに参加させる
ことはできなかったが、会社
見学には多くの生徒を積極的
に参加させることができ、進
路実現につなげられた。 
①大学進学者の割合は微増し
たが、進路未決定者の割合も
微増した。 
②新型コロナウイルス感染拡
大防止のため地域交流を実施
できなかった。 
②課程修了結果及び合格発表
は 3月の予定。 
②卒業生との交流は介護実習
の中で行うことができた。 

①会社見学や面接、入
試にリモートが導入さ
れてきたことから、学
校でのリモート実施に
あたり、サポートの充
実をはかる。 
①ガイダンスでも３密
にならないように配慮
し、志望校の情報収集
に ZOOM や Google Meet
の活用も検討する。 
②コロナ禍における交
流の在り方を考えて従
前とは異なる形を追求
していく。 
②資格取得に向けた教
材開発に取り組む。 
②卒業生から学ぶ機会
を設けていく。 

〇全国的に高校生の
離職率が４割に達す
ると聞いている。ミ
スマッチのないよう
な就職指導を進めて
欲しい。相模原市に
もよい企業はたくさ
んあるので、地元地
域へも生徒の目が向
くような指導を期待
する。 
 
〇進学、就職を問わ
ず、コロナ禍でこれ
までとは状況も変わ
ってきていると思う
ので、新たな取組を
工夫してもらいた
い。 
 

①夏休みには小論文対策、面接
ガイダンスを実施し、例年より
多くの生徒が受講できた。 
①新型コロナウイルス感染症の
影響で就職活動時期などに変更
が生じたが、生徒が不安になら
ないように進路別の説明会など
を実施し情報提供を行った。情
報収集の場である、オープンキ
ャンパスやインターンシップに
参加させることはできなかった
が、会社見学には多くの生徒を
積極的に参加させることがで
き、進路実現につなげられた。 
①大学進学者の割合は微増した
が、進路未決定者の割合も微増
した。 
②新型コロナウイルス感染拡大
防止のため地域交流を実施でき
なかった。 
②課程修了結果及び合格発表は
3 月の予定。 
②卒業生との交流は介護実習の
中で行うことができた。 

①会社見学や面接、入
試にリモートが導入さ
れてきたことから、学
校でのリモート実施に
あたり、サポートの充
実をはかる。 
①ガイダンスでも３密
にならないように配慮
し、志望校の情報収集
に ZOOM や Google Meet
の活用も検討する。 
②コロナ禍における交
流の在り方を考えて従
前とは異なる形を追求
していく。 
②資格取得に向けた教
材開発に取り組む。 
②卒業生から学ぶ機会
を設けていく。 
③若手教員が増えてき
ているので、進学、就
職ともに、教員の指導
スキルアップを図ると
ともに、進路決定率の
向上を目指す。 

４ 地域等との協働 

①地域の中の高
校として、本校
を含めた地域の
活性化を図ると
ともに、地域に
貢献できる人材
育成を推進して
いく。 
②学校の情報を
積 極 的 に 発 信
し、家庭や地域
社会から理解さ
れ愛される学校
づくりを推進す
る。 

①コミュニティ
スクールの各部
会での取り組み
を充実させ、地
域との交流協働
を深めていく。 
 
 
②学校行事や、
ＰＴＡ活動をと
おして家庭との
連携を図り、学
校の情報を積極
的に発信できる
方法を考えてい
く。 

①コミュニティス
クールの各部会の
活動を活発に行
う。 
①地域との連携を
深めるために、学
校を理解していた
だく取組を充実さ
せる。 
②学校行事などに
ＰＴＡ役員や保護
者が参加できる機
会の提供を進める
とともに、広報
誌・ＨＰ等で活動
を家庭に発信して
いく。 

①各部会が活動を
活発に行うことが
できたか。 
①地域に学校が受
け入れられ理解を
得ることができた
か。 
①具体的な協働の
スタイルが確立で
きたか。 
②行事への保護者
の 参 加 が 増 え た
か。 
②保護者面談など
の 際 、 学 校 の 様
子・行事等の話題
が増えたか。 

①新型コロナウイルス感染拡
大防止のためコミュニティス
クールは書面開催（送付）と
し、地域コーディネート部会
も活動は実施できていない。 
②今年度、行事が制限されて
いるため、保護者の参加等に
ついて目標の達成は難しい。
その後学校の活動をホームペ
ージやフェイスブックに掲載
するようにした。 

①リモート会議などの
開催を検討する。 
①コロナ禍における活
動の方法を考える。 
②感染対策を行いなが
ら、学校行事が再開さ
れることが必須であ
る。 

〇これからは、学校
だけでなく地元地域
とどう交流連携して
いくかが、津久井高
校の未来に大きく影
響すると思う。生徒
が地域へ出ていく取
組、地域が学校に関
わる取組を積極的に
展開してもらいた
い。 

①新型コロナウイルス感染拡大
防止のためコミュニティスクー
ルは書面開催（送付）とし、地
域コーディネート部会も活動は
実施できていない。 
②今年度、行事が制限されてい
るため、保護者の参加等につい
て目標の達成は難しい。その後
学校の活動をホームページやフ
ェイスブックに掲載するように
した。 

①リモート会議などの
開催を検討する。 
①コロナ禍における活
動の方法を考える。 
②感染対策を行いなが
ら、学校行事が再開さ
れることが必須であ
る。 
②コロナ禍における地
元地域との交流場面や
方策を追求して実現し
ていく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①働き方改革を
推進し、生徒と
教員が相互に関
わる時間の確保
を行う。 
②防災意識を高
め、自分のいの
ちは自分で守る
防災教育の充実
を図る。 

①ICT 機器の活
用を進め、職員
間の情報共有や
校務の ICT 化を
推進する。 
②災害の恐ろし
さや学校周辺の
危険箇所を理解
させるとともに
適切な備蓄を計
画的に行う。 
②感染症の予防
に関する知識を
深める機会を設
定する。 

①職員間の連絡や
校務に利用する
ICT 機器やソフト
ウェアの整備を進
める。 
②災害、感染症か
ら自分の身を守る
ため知識の習得と
意識の向上のため
の避難訓練やＬＨ
Ｒを企画する。 
②防災用品の備蓄
の際、食料に加え
マスク・消毒用物
品の購入も行う。 
 

①ICT 機器の活用に
よる情報共有や校
務への活用が進ん
だか。 
②企画を通して身
を守るための知識
が生徒に定着した
か。 
②適切な品目と量
を計画的に備蓄す
る こ と が で き た
か。 

①teams の校務活用研修、G-
suite の教材への活用研修を
行い校務や教材提供を円滑に
行うことができた。 
②防災ＬＨＲを計画し、避難
経路の確認にとどまらず、防
災意識の向上を図る教材を用
意して実施。 
②防災備蓄食料は、適切な品
目と、量を備蓄することがで
きた。 

①活用の研修を行った
が、ソフトによって
は、活用まで至ってい
ない。 
活用の具体的事例を研
究していく。 
②人が密集しない方法
を考えながら、より実
践的な訓練を考えてい
くことが必要である。 

〇新型コロナウイル
ス感染拡大防止策と
して、リモート会議
の可能性を追及し実
施できるようになる
といいと考える。 
 
〇防災教育はこれか
らますます重要にな
ってくると思う。地
域とも連携しながら
実効ある教育を進め
て欲しい。 
 

①teams の校務活用研修、G-
suite の教材への活用研修を行
い校務や教材提供を円滑に行う
ことができた。 
②防災ＬＨＲを計画し、避難経
路の確認にとどまらず、防災意
識の向上を図る教材を用意して
実施。 
②防災備蓄食料は、適切な品目
と、量を備蓄することができ
た。 

①活用の研修を行った
が、ソフトによっては
活用まで至っていない
ので活用を進める手立
てを講じていく。 
活用の具体的事例を研
究していく。 
②人が密集しない方法
を考えながら、地域と
も協働したより実践的
な訓練を考えていくこ
とが必要である。 



 

 

 


